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とえば, 藤原帰一『デモクラシーの帝国』(岩波書店, 2002年), 西崎文子『アメ
リカ外交とは何か』(岩波書店, 2004年), 酒井啓子『イラクとアメリカ』(岩波
書店, 2003年), 高橋和夫『アメリカのイラク戦略：中東情勢とクルド問題』(角




































および国連を設立した一連の会議 モスクワ会議 (1943), ダンバートン・オ
















































































質を鋭く抉り出し, 一般大衆を啓蒙し, 世論を喚起するという, マスメディア本
来の役割を果たせないのではないか。
それから, 専門用語の誤用も枚挙にいとまがない｡「条約の加盟｣ (正しくは条
約の批准または条約への加入),「国連への加入｣（正しくは国連への加盟) は,
新聞記事でよく見られる例である。2002年５月の在瀋陽日本総領事館駆け込み事
件では, 中国当局の要員が総領事館の敷地に入って脱北者を引きずり出す映像が
世界中に放映されたが, この際日本のメディアの大半は「総領事館の治外法権が
侵された」と伝えていた。だが, この事件で侵害されたのは, 一定の外国人が居
住国での統治権を免れることを意味する「治外法権」ではなく, 領事機関の公館
が持つ「不可侵権」(領事関係に関するウィーン条約第31条参照）である。正し
い用語を一貫して使っていたのは, 評者が知る限りNHKのみだった。事実と異
なる印象を与えかねない報道があふれていることに, 評者は大きな危惧を覚える。
今回紹介した『国連とアメリカ』を通じて, より多くの日本人がアメリカとい
う国を理解し, 21世紀の日本の進路について考える手がかりにしてもらいたい。
そして, 言葉の大切さと日本語の美しさに気づいてもらえれば, なおのこと幸い
である。
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